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「世界の中で輝きつづける北海道」に向けた取組を推進

北海道のめざす姿と優先課題 令和３年度の推進状況（概要）
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Ⅰ あらゆる人々が将来の安全・
安心を実感できる社会の形成

Ⅱ 環境・エネルギー先進地
「北海道」の実現

Ⅲ 北海道の価値と強みを
活かした持続可能な経済成長

Ⅳ 未来を担う人づくり

Ⅴ 持続可能で
個性あふれる地域づくり

めざす姿 優先課題

多様な主体の取組状況

北海道コカ・コーラボトリング株式
会社と連携し、構内で発生する
PETボトルゴミをすべてPETボトル
として再利用する「ボトルtoボト
ル」を行うとともに、食品加工副
産物である茶粕のエコフィード化
など持続可能な環境負荷低減に
取り組んでいる。

＜優先課題Ⅱ＞

酪農学園大学（江別市）【学校】

指標の進捗状況

【新型コロナの影響を受けた主な指標】
＜優先課題Ⅲ＞
〇道内空港の国際線利用者数

350万人（2019年度）→０万人（2020年度）
＜優先課題Ⅴ＞
〇ちょっと暮らし滞在日数

94,924日（2019年度）→59,311日（2020年度）

新型コロナウイルス感染症の影響による社会情勢の
変化により、大きく影響を受けている指標あり

《学園内のPETボトル資源循環》
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